
広がる支援の輪
モノづくりで被災地支援―東京都大田区被

災
地
の
産
業
復
興
―
モ
ノ
づ
く
り
中
小
企
業

工
業
が
縁
で
義
援
金
を
持
参
―
大
田
工
業
連
合
会

町
工
場
の
２
代
目
３
代
目
で
結
成
さ
れ
た
　

お
お
た
グ
ル
ー
プ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

　
約
１
０
０
０
社
の
中
小
企

業
が
加
盟
す
る
大
田
工
業
連

合
会
は
、
岩
手
県
釜
石
市
に

４
０
０
万
円
の
義
援
金
を
寄

付
し
た
。
新
日
鉄
釜
石
製
鉄

所
を
中
核
に
、
工
業
の
街
と

し
て
知
ら
れ
る
釜
石
市
は
、

震
災
前
か
ら
大
田
区
と
交
流

を
続
け
て
き
た
。

　
大
田
工
業
連
合
会
の
舟
久

保
利
明
会
長

昭
和
製
作
所

社
長

は
「
困
っ
た
と
き
は

お
互
い
さ
ま
。
津
波
で
工
場

が
流
さ
れ
た
と
聞
い
て
、
人

ご
と
と
は
と
て
も
思
え
な
か

っ
た
」
と
支
援
の
理
由
を
語

る
。
現
地
を
視
察
し
た
舟
久

保
会
長
は
、
津
波
の
被
害
の

大
き
さ
に
衝
撃
を
受
け
た
。

「
復
興
ま
で
に
は
ま
だ
ま
だ

時
間
が
か
か
る
」
と
実
感
し

た
。

　
大
田
工
業
連
合
会
の
会
員

企
業
は
、
今
後
も
被
災
地
で

地
道
な
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

を
続
け
て
い
く
考
え
だ
。

　

　

土
の
う
ス
タ
ン
ド
　

「
大
田
の
輪
」
と

松
原
忠
義
大
田
区
長

　
工
作
機
械
商
社
の
コ
ト
ブ

キ

東
京
都
大
田
区

は
、

震
災
の
発
生
直
後
か
ら
対
応

に
忙
殺
さ
れ
た
。

　
「
被
災
地
へ
の
出
張
が
続

き
、２
カ
月
間
、ロ
ク
に
自
宅

に
帰
れ
な
か
っ
た
」
と
馬
場

均
社
長
は
振
り
返
る
。

　
津
波
の
被
害
を
受
け
た
東

北
の
工
場
に
は
製
造
に
必
要

な
機
械
が
足
り
な
か
っ
た
。

操
業
を
一
刻
も
早
く
再
開
し

な
け
れ
ば
、
顧
客
が
離
れ
て

し
ま
う
。
被
災
企
業
の
要
請

を
受
け
、
コ
ト
ブ
キ
は
、
汎は

ん

用
旋
盤
や
顕
微
鏡
、
卓
上
ボ

よ
うー

ル
盤
な
ど
、
す
ぐ
必
要
に

な
る
中
古
機
械
を
、
義
援
金

を
添
え
て
被
災
企
業
に
持
ち

こ
ん
だ
。
被
災
企
業
に
は
３

割
引
き
が
基
本
で
、
無
償
で

提
供
し
た
も
の
も
あ
る
。

　
「
在
庫
は
あ
っ
と
い
う
間

に
な
く
な
り
、
大
阪
や
広
島

ま
で
探
し
に
い
っ
た
」

馬

場
社
長

。

　
長
年
取
引
が
あ
る
宮
城
県

の
パ
イ
プ
メ
ー
カ
ー
は
津
波

の
被
害
を
受
け
な
が
ら
、
ヘ

ド
ロ
を
か
き
だ
し
、
機
械
を

洗
浄
し
て
、
５
月
に
生
産
を

再
開
し
た
。
「
東
北
の
方
々

の
生
命
力
に
は
全
く
感
服
す

る
。
東
北
の
モ
ノ
づ
く
り

は
、
必
ず
よ
み
が
え
る
」
。

馬
場
社
長
は
そ
う
実
感
し
た

と
い
う
。

　
大
田
区
の
強
み
は
「
横
請

け
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
と
称
さ

れ
る
町
工
場
同
士
の
連
携
に

あ
る
。
加
工
業
が
技
術
を
持

ち
寄
り
、
最
終
製
品
を
作
る

こ
と
も
で
き
る
。

　
「
お
お
た
グ
ル
ー
プ
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
」
は
町
工
場
９
社

の
２
代
目
、
３
代
目
が
結
成

し
た
加
工
技
術
集
団
。
製
缶

加
工
や
光
造
形
、
研
磨
な
ど

の
技
術
を
駆
使
し
て
、
こ
れ

ま
で
に
バ
ッ
テ
ィ
ン
グ
マ
シ

ン
な
ど
を
開
発
し
て
き
た
。

　
現
在
、
制
御
盤
組
み
立
て

の
三
笠
製
作
所

愛
知
県
丹

羽
郡

と
共
同
で
、
発
電
機

器
の
開
発
に
取
り
組
ん
で
い

る
。
東
京
電
力
福
島
第
一
原

子
力
発
電
所
の
事
故
を
受

け
、
電
力
不
足
へ
の
不
安
が

続
い
て
い
る
点
に
着
目
。
三

笠
製
作
所
の
い
わ
き
工
場

福
島
県
い
わ
き
市

で
設

計
と
開
発
を
進
め
て
い
る
。

　
お
お
た
グ
ル
ー
プ
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
の
石
原
幸
一
代
表

東
新
製
作
所
取
締
役

は

「
中
小
企
業
の
機
動
力
を
生

か
し
、
非
常
時
に
使
い
や
す

い
発
電
機
器
を
作
り
た
い
。

被
災
地
で
生
産
す
る
こ
と
で

雇
用
に
つ
な
が
れ
ば
」
と
期

待
を
込
め
る
。

　
大
田
区
は
、

区
一
の
製

造
業
事
業
所
数
を
誇
る
モ
ノ

づ
く
り
の
街
で
、
暮
ら
し
の

中
に
町
工
場
が
な
じ
ん
で
い

る
。
地
価
や
人
件
費
の
高
騰

を
受
け
て
区
外
へ
の
工
場
進

出
が
進
み
、
約
２
０
０
社
の

区
内
企
業
が
東
北
や
北
関
東

に
拠
点
を
構
え
て
い
る
。
東

日
本
大
震
災
で
は
多
様
な
支

援
活
動
が
見
ら
れ
た
。

　
「
モ
ノ
づ
く
り
の
技
術
を

被
災
地
支
援
に
生
か
す
」

松
原
忠
義
大
田
区
長

。

区
で
は
震
災
発
生
直
後
か

ら
、
宮
城
県
の
要
請
を
受

け
、
津
波
で
甚
大
な
被
害
を

受
け
た
東
松
島
市
へ
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
派
遣
を
続
け
て
き

た
。
現
地
に
赴
い
た
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
総
数
は
、
９
月
末

現
在
で
２
８
１
６
人
を
数
え

る
。

　
８
月
、
区
は
鉄
製
の
土
の

う
ス
タ
ン
ド
「
大
田
の
輪
」

６
０
０
個
を
東
松
島
市
に
寄

贈
す
る
こ
と
を
決
定
し
た
。

汚
泥
を
土
の
う
に
詰
め
る
作

業
が
一
人
で
で
き
る
器
具

で
、
区
内
の
町
工
場
、
ホ
ワ

イ
ト
テ
ク
ニ
カ
が
製
造
を
担

当
。
費
用
は
区
に
寄
せ
ら
れ

た
３
５
０
０
万
円
を
超
え
る

震
災
義
援
金
か
ら
ま
か
な
わ

れ
る
。

　
津
波
の
汚
泥
を
か
き
出
す

際
に
、
土
の
う
袋
を
立
て
る

ス
タ
ン
ド
を
使
え
ば
一
人
で

作
業
で
き
、人
手
が
省
け
る
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
か
ら
相
談
を

受
け
た
ホ
ワ
イ
ト
テ
ク
ニ
カ

が
設
計
し
、
鉄
枠
を
溶
接
し

て
製
作
し
た
。軽
量

で
、重
ね
て
持
ち
運

び
が
で
き
る
メ
リ
ッ

ト
も
あ
る
。

　
区
は
「
大
田
の

輪
」
を
東
松
島
市
へ

の
支
援
品
第
１
号
と

位
置
づ
け
て
い
る
。

松
原
区
長
は
「
第
２

弾
と
し
て
、
床
下
の

汚
泥
を
除
去
す
る
ス

コ
ッ
プ
の
開
発
を
区

内
の
企
業
に
進
め
て

も
ら
っ
て
い
る
。
モ

ノ
づ
く
り
の
技
術
を

継
続
的
な
支
援
に
つ

な
げ
た
い
と
語
る
。

（ ） 【広告特集】 ２０１１年 平成２３年 １０月１９日 水曜日 　　


